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鹿児島の動物17 ジャワマングース
動物担当 山田島 崇文

「本来生息していなかった地域に，自然状態

では起こりえない手段によって移動して，そ

こで自然繁殖するようになった動物」を外来

動物といいます。今年になり，この外来動物

として有名なマングースが鹿児島市喜入地区

に生息していることが判明しました。

このマング

ースは，ジャ

ワマングース

（右写真）と

考えられてお

り，これまで，

国内では，沖

縄島，奄美大

島にのみ生息

しているとされてきました。西アジア原産で，

もともと日本在来種ではありません。顔は耳

から鼻先にかけて細長く，体はほっそりとし

ており，足が短いのが特徴です。また体は黒

と白のしま模様がある短い毛で被われてお

り，濃い灰色をしています。尾にはしっかり

と筋肉がついており，先端にいくにつれて細

くなります。

右図中の●

は，当館が今

年３月に研究

報告書にまと

めたマングー

スの目撃・収

集地点です。

さて，鹿児島

市で発見され

たマングース

は，どの範囲

に住んでいて，

何を食べてい

るのでしょう

か。現在，マ

ングースの生

息範囲を調査

しています。

生け捕りわなによる捕獲も実施し，７月30日

までに８頭を捕獲しました。捕獲した地点は，

発表されていませんが，この●地点に近い範

ジャワマングース

囲と考えられます。なお捕獲した個体は，消

化管の調査も実施しています。これにより，

どんなものを食べているのかが明らかにされ

ていくことでしょう。今後新聞やテレビなど

で発表があるかもしれませんので，興味を持

っていただければと思います。

現在本館２階の企画コーナーでは，このジ

ャワマングースと見間違えやすい動物のテ

ン，イタチの剥製を展示をしています。以下

に見分け方のポイントを紹介します。

＊ジャワマングースジャワマングースジャワマングースジャワマングース

体 色 は 濃 い

灰 色 で 主 に 昼

間活動します。

耳 が 小 さ く 頭

が 丸 く 見 え ま

す 。 尾 は 長 く

根 元 が 太 く ，

先 に 行 く ほ ど

細くなります。

＊テンテンテンテン

体 色 が 黄 色 や

褐 色 で ， 夜 活

動 し ， よ く 木

に 登 り ま す 。

耳 が 大 き く よ

く目立ちます。

尾 は 中 程 が 太

く な っ て い ま

す。

＊イタチイタチイタチイタチ

体 色 が 明 る い

茶 色 で ， 夜 も

活 動 し ま す 。

顔 に 黒 い 斑 紋

が あ り ， 耳 は

小 さ く 目 立 ち

ま せ ん 。 尾 は

テ ン 同 様 中 ほ

ど が 太 く な っ

ています。 イタチ

テン

ジャワマングース


